
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人

石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
中
泉
　
治
雄

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
、
静
か
な
年
末
年
始
を
迎
え
ら

れ
た
方
も
多
か
っ
た
事
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
年
末
年
始
の
ご
挨
拶

も
減
り
、
不
完
全
燃
焼
に
感
じ
ら
れ
た
か
た
も

多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

を
乗
り
越
え
る
ま
で
は
、
今
ま
で
に
な
い
変
革

の
必
要
性
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
自

粛
期
間
が
随
分
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
ど

の
よ
う
な
道
が
最
適
な
の
か
、
知
恵
を
絞
っ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

こ
の
間
に
も
我
々
に
忍
び
寄
る
悪
性
腫
瘍
は
成

長
を
止
め
て
く
れ
な
い
、
自
粛
し
て
く
れ
な
い

の
で
、
集
団
検
診
の
報
告
で
は
、
進
行
が
ん
の

割
合
が
増
加
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
ま

す
。
日
本
対
が
ん
協
会
報
に
よ
れ
ば
、
検
診
中

止
期
間
が
２
年
以
上
伸
び
る
と
５
年
生
存
率
が

低
下
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
す
。
胃
が
ん

を
例
に
挙
げ
る
と
、
内
視
鏡
治
療
で
乗
り
切
れ

る
よ
う
な
早
期
胃
が
ん
が
減
少
し
、
進
行
が
ん

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

　

石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、

仕
事
世
代
の
方
々
か
ら
、
治
療
し
う
る
状
態
の

が
ん
を
発
見
し
、
治
療
後
、
元
気
に
職
場
復
帰

し
て
も
ら
う
の
が
願
い
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

鼠多門・鼠多門橋　写真提供：石川県観光連盟
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シ
リ
ー
ズ
④ 

放
射
技
師
（
呼
吸
器
検
診
Ｇ
）

肺
が
ん
検
診
〈
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
〉

　当センターは、県内各地へ赴いて検診を
行っています。
　この原稿の依頼を受けたのは12月になって
からですが、この頃になるとまだ暗いうちか
ら、出発前の準備を始めることになります。

　がん検診と特定健診（循環器検診）を同時
に行う総合健診では、何台もの車両で会場
に赴きますが、たくさんの資材を持って行く
必要があるため、胸部検診車に荷物を積み
込んでいくことも多くあります。

　撮影装置の点検は、出発前に必ず行います。
　実際にＸ線を出して、自動露出の状態を確認
するほか、発電機や自動ドアの動作も確認し、
その結果を台帳に書き込みます。

↑�循環器検診では、消毒用アルコールの
数がとても多くなります。
←�胸部検診車に積み込む消毒用具

　コロナウイルス対策のため、
健診従事者はマスクの着用
はもちろん、フェースガードや
ゴーグルなどの着用、お一人お
一人の検査が終わる毎に機材
や従事者自身の手指消毒を行
うこと等の感染防止対策が必
須となりました。
　そのため、手指消毒や機
材の消毒を行うための消毒

液、グローブ、台拭き、予備の
フェースガードなどの用具を積
み込み確認します。
　2020年の健診では、コロ
ナウイルス対策を行い、感染
防止に努めることが重要とな
りました。
　緊急事態宣言が出されて健
診が行えない中、マスクや非接
触体温計を何とか確保し、検
診再開に備えました。

❶ １日の始まり

❷ 機材の積み込み

❹ 始業点検

❸ 消毒用具の積み込み

❺ 機材の消毒
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精度管理委員会や学会の開催
にもコロナウイルスの影響が
　がん検診の精度を保つため、機器の管理の他、各種精度
委員会等での検診結果の検討や学会・研修会への参加など
を行ってきましたが、コロナウイルスの影響で変化がありま
した。

　センターに帰った後は、画像のチェックを
行います。
　検診車内の画像モニターで、撮影毎に体位
や異物の映り込みを確認していますが、車内
の簡易モニターではわからなかった映り込み
などもあるので、必要に応じて読影医に報告
をしています。

　当センターでは、各がん検診、特定健診の精度管理のための委
員会を設置し、各部位毎に年に１〜２回、検診結果の評価や検討
を行っています。
　しかし、今年度はコロナ禍で開催ができていません。
　肺がん検診委員会ではほとんどの発見がんについて症例検討
を行っており準備
も整えてあるの
で、早期の再開を
願っているところ
です。
　一度は開催に向
けて準備をしてい
ました。ソーシャ
ルディスタンスを
保つための座席レ
イアウトも工夫し
たのですが…

　コロナウイルスの影響
で、３密、ソーシャルディス
タンス、リモートワーク等
の言葉が頻繁に聞かれる
ようになりました。
　当センターは業務の性
質上、リモートワークによ
る業務ができないのです
が、それでも学会や研修な
どにはオンライン開催され
るようになり、従来なら参
加できなかった学会に参
加できたりもしました。

　確認を終えた画像は順次
読影を行いますが、読影以
外にも、当日記入していた
だいた受診票の処理
を含め、たくさんの
チェックを経た上で
皆さんのお手元にお
届けしています。↑�日本消化器がん検診学会総会の様子

です

　撮影中は、一
人撮影する毎に
撮影パネルの
消毒を行いま
す。同時に撮影
技師の手指消
毒も行っていま
す。

❻ 画像のチェック

❼ 精度管理委員会が…

❺ 機材の消毒

❽ 学会などはオンラインに

けんしんくん
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穴
水
町
は
奥
能
登
の
玄
関
口
と
し
て
交
通
の
便
が
よ
く
、

日
本
海
側
で
あ
り
な
が
ら
内
浦
に
な
る
穴
水
の
湾
は
非
常
に

穏
や
か
で
、
ま
る
で
湖
の
よ
う
な
景
色
が
続
き
ま
す
。
穴
水

町
全
体
の
面
積
は
１
８
３
・
２
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
大

き
く
、
そ
の
多
く
は
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
た
自
然

と
人
の
営
み
が
あ
る
里
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
末
現
在
の
人
口
は
７
︐８
９
８
人
で
あ
り
、

年
少
人
口
は
７
・
０
％
（
５
５
４
人
）、
高
齢
者
人
口
は
48
・

１
％
（
３
︐８
０
０
人
）
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
年
間
55
人
前
後
で

推
移
し
て
お
り
、
全
死
亡
数
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

奥
能
登
は
県
内
で
も
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
多
い
地
域
で
す

が
、
中
で
も
穴
水
町
は
群
を
抜
い
て
が
ん
死
亡
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

種　
　

 

類
：
胃
、
肺
、
大
腸
、
子
宮
頸
部
、
乳
、
前
立
腺

実
施
期
間
：
集
団
検
診　

６
～
11
月
（
R
２
は
７
～
11
月
）

　
　
　
　
　
個
別
医
療
機
関
検
診（
胃
内
視
鏡
検
査
）９
～
２
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
子
宮
頸
・
乳
）　

７
～
12
月

　

過
去
４
年
間
の
受
診
率
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

得
感
が
あ
る
」
の
３
点
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
個
別
に
案

内
を
送
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
初
回
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
受
け
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
個
別
医
療
機

関
で
も
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
少
し
ず
つ
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
受
診
率
向
上
を
図
る
取
組
と

し
て
、
検
診
受
診
者
に
は
１
検
診
あ
た
り
２
ポ
イ
ン
ト
の
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
付
与
し
、
マ
イ
レ
ー
ジ
を
15
ポ
イ
ン
ト
集

め
る
と
達
成
証
と
賞
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
要
精
密
検
査
の
受
診
者
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

町
で
は
、
要
精
密
検
査

の
う
ち
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
判

定
者
に
は
訪
問
で
直
接
受

診
勧
奨
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
以
外

の
要
精
密
検
査
対
象
者
に

対
し
て
は
電
話
や
個
別
通

知
で
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
精
検
受
診
者

率
が
低
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
成
人
病

予
防
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
の
減
少
を
目
指
し
て
、

が
ん
検
診
お
よ
び
精
密
検

査
受
診
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

Ｈ
28
と
Ｈ
30
を
比
べ
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
が
ん
検
診
に
お

い
て
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
が
目
標
と
し
て

い
る
受
診
率
50
％
に
は
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

〈 

周
知 

〉

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
へ
の
掲
載

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
Ｃ
Ｍ
の
放
送

・
広
報
と
併
せ
て
が
ん
検
診
ガ
イ
ド
を
送
付

・ 

特
定
健
診
の
受
診
券
送
付
時
に
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も
案

内
し
、
予
約
申
込
み
ハ
ガ
キ
を
同
封

・
対
象
者
へ
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
を
実
施

・ 

検
診
の
前
日
・
当
日
に
防
災
無
線
を
用
い
て
案
内
放
送

  
（
Ｒ
２
は
中
止 

）

・
町
内
に
健
診
Ｐ
Ｒ
用
の
ぼ
り
旗
を
設
置

・
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
受
診
勧
奨

・
商
工
会
を
通
じ
た
働
き
盛
り
世
代
へ
の
受
診
勧
奨

・
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
受
診
勧
奨

〈 

検
診
の
体
制 
〉

・
休
日
に
お
け
る
男
女
総
合
健
診
の
実
施（
Ｒ
２
は
中
止 

）

・
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
の
同
時
実
施

・
女
性
が
ん
検
診
に
併
せ
て
骨
密
度
測
定
の
実
施

・
平
成
29
年
度
よ
り
予
約
制
を
導
入

・ 

平
成
30
年
度
よ
り
広
域
的
な
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施

（
受
診
可
能
医
療
機
関
を
拡
大
）

・ 

令
和
元
年
度
よ
り
個
別
医
療
機
関
で
の
胃
内
視
鏡
に
よ
る

胃
が
ん
検
診
の
導
入
（
50
～
74
歳
）

・ 

令
和
２
年
度
よ
り
広
域
的
な
乳
が
ん
検
診
の
実
施
（
個
別

医
療
機
関
で
も
受
診
可
能
に
）

　

受
診
率
向
上
の
た
め
に
、
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
資
料
を
作

成
す
る
際
は「
分
か
り
や
す
い
」「
行
動
に
移
し
や
す
い
」「
お

町
の
概
要

穴
水
町
の
が
ん
検
診
と
受
診
率

要
精
密
検
査
受
診
者
の
受
診
状
況
と
取
組

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
取
組

写真提供：石川県観光連盟

わ
が
町
の
が
ん
検
診

穴
水
町
　
保
健
師
　
塩
谷
　
菜
摘

穴水町
あ な み ず ま ち

ANAMIZU TOWN
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「
石
川
よ
ろ
こ
び
の
会
」
は
石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
の
が
ん

検
診
で
、
早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
を
中
心
に
昭
和
62
年
９
月
に
、

〝
が
ん
克
服
者
の
会
〟
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

�

〝
が
ん
が
早
期
に
発
見
さ
れ
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
〟
と
こ
ろ
か
ら

「
よ
ろ
こ
び
の
会
」
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
対
が
ん
協
会
が
支
援
し
て
、全
国
に
い
く
つ
か
の「
よ
ろ
こ
び
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
で
早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
自
己
の
体
験
を
通
じ
て
、

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
重
要
性
を
広
く
訴
え
て
い
く
こ
と

を
会
の
活
動
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
が
ん
体
験
語
り
部
」
運
動
を
活
動
の
柱
と
し
て
、
市
町
・

各
種
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
会
員
が
自
ら
の
体
験
を
語
り
、

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、
一
人
で

も
多
く
の
方
が
が
ん
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

他
の
活
動
で
は
、
会
報
の
発
行
・
総
会

の
開
催
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会
の
参

加
、
小
旅
行
の
実
施
な
ど
に
よ
り
親
睦
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
各
種
行
事
が
、
中

止
に
な
り
さ
み
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
会
員
の
方
々
と
が
ん
や
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
気
持
ち
で
会
の
運
営

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

検
診
で
早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
、

こ
の
機
会
に
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

金沢市　しいのき迎
賓館�

（2020.9.9）

　

12
月
11
日
に
結
核
予
防
会
事
務
職
員
セ

ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
合

宿
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め
オ
ン
ラ
イ

ン
に
変
更
さ
れ
、W

eb

会
議
シ
ス
テ
ム

（Z
oom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
使
用
し
た

講
演
と
班
別
討
議
に
な
り
ま
し
た
。
班
別

討
議
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
職
場
の
変
化
と
対
応
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
各
支
部
の
方
々
と

情
報
交
換
し
、
感
染
拡
大
前
後
の
変
化
や

感
染
対
策
の
た
め
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
し
て
い
る
か
等
、
詳
細
に
現
状
を

う
か
が
え
ま
し
た
の
で
、
共
感
す
る
こ
と

も
あ
れ
ば
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い
発
想

も
あ
り
、
今
後
も
続
く
影
響
の
対
応
を
考

え
る
上
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
約
50
名
で
のZ

oom

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
や
む
を
得
ず
音
声
（
マ
イ
ク
）
ト

ラ
ブ
ル
や
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
に
よ
り
少
し

中
断
も
あ
り
、
明
日
は
我
が
身
と
今
後
ま

た
参
加
者
も
し
く
は
主
催
者
側
と
し
て
使

用
す
る
際
の
注
意
点
と
ト
ラ
ブ
ル
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
方
法
を
事
前
に
考
え
て
お
く
必

要
性
も
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
は
発
言
の
し
に
く
さ
等
、
対
面
よ
り

も
や
り
辛
さ
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

た
反
面
、
常
に
参
加
者
が
見
え
て
い
る
た

め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
反
応
が
む
し
ろ
わ

か
り
や
す
く
、
う
な
ず
き
や
挙
手
で
意
思

表
示
を
十
分
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
一

堂
に
会
す
る
便
利
さ
や
必
要
性
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
直
接
対
面
す
る
よ
り
遠
い
よ

う
な
近
い
よ
う
な
距
離
感
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

結
核
予
防
会 

事
務
職
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

業
務
課　

町
元　
　

純

石
川
よ
ろ
こ
び
の
会
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
ん
克
服
者
の
会
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が
ん
征
圧
の
た
め
の
会
員
入
会（
募
集
）に

つ
い
て
の
お
願
い

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
集
団
検
診
、
啓
発
普

及
が
ん
の
調
査
研
究
事
業
な
ど
を
主

な
業
務
と
し
て
、
長
寿
社
会
に
お
け

る
県
民
の
健
康
及
び
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

が
ん
征
圧
運
動
の
最
大
の
目
標
は
、

「
が
ん
」
の
予
防
に
あ
り
ま
す
。
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
趣
旨

に
ご
賛
同
頂
き
会
員
と
な
っ
て
対
が

ん
運
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
会
員
の
種
類
】

維
持
会
員
［
個
人
］（
単
年
度
会
員
）

　

会
費
１
口　
　
　

１
，０
０
０
円

特
別
維
持
会
員
［
個
人
］（
単
年
度
会
員
）

　

会
費
１
口　
　
　

３
，０
０
０
円

法
人
会
員
［
法
人
］（
単
年
度
会
員
）

　

会
費
１
口　
　
　

５
，０
０
０
円

特
別
法
人
会
員
［
法
人
］（
単
年
度
会
員
）

　

会
費
１
口　
　

１
０
，０
０
０
円

編集後記
　今や毎日のニュースは、新型コロナウイルスから始まり、
生活の中心が新型コロナウイルスで回っていると言っていい
ぐらい私たちの中で常に意識をして生活をしていかなけれ
ばならない存在になっています。
　日々感染対策に追われて過ごしている方が多数いること
と思います。
　刻 と々変わる状況で正しい対処法をきちんと理解し、そ
して正しく実行していくことで感染の拡大をみんなで防止し
ていかなければならないと考えております。
　新型コロナウイルスの１日も早い終息をお祈りしています。

　

第
３
回
目
の
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
昨
年
ま
で
の
開
催
内
容
で
の
実
施

は
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
実
行
委
員

会
に
よ
る
「
来
年
に
想
い
を
つ
な
げ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
ツ
リ
ー
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

期
間
は
、
９
月
が
ん
征
圧
月
間
（
９
月
１
日
～

９
月
30
日
）
金
沢
市
し
い
の
き
迎
賓
館
で
実
施
し

ま
し
た
。

○
が
ん
と
闘
っ
て
い
る
方

○
が
ん
で
旅
立
た
れ
た
方

○
が
ん
の
治
療
を
終
え
た
方

○�

そ
の
家
族
の
方

　

に
向
け
て
カ
ー
ド
に
想
い
を
託
し
、
ツ
リ
ー
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
花
で
満
開
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
託
し
た
ル

ミ
ナ
リ
エ
の
点
灯
も
実
施
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
石
川

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

来
年
に
想
い
を
つ
な
げ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー

ルミナリエ点灯

※�

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
と
は
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
を
支
援
し
、
地
域
全
体
で

が
ん
と
向
き
合
い
、
が
ん
征
圧
を
め
ざ
す
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
す
。

2021年度がん征圧スローガン決定

コロナでも  変わらぬ習慣  がん検診
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